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「米作日本一」における施肥 -1-

はじめに

昭和24年から20年にわたる「米作日本一表彰事

業jは，増産一筋だった我国稲作の最後の象徴的

なページとなった。この事業は朝日新聞社70周年

記念として企画されたもので 当時農政最大の課

題である米の増産と稲作の低コスト化，農地解放

で創出された自作農の生活安定に応ずる形で発足

した。

この事業は昭和27年から農林省の委託事業とな

り，途中で「農業日本一事業jの中に組み込まれ

るなどの変遷を経て 昭和43年米余り傾向の中

で終了した。

爾来30年余，米過剰が続く中ですっかり忘れら

れたこの事業の施肥についての部分を主として

「米作日本一史」によって切り出し，紹介する。

「米作日本一表章簿業」

「米作日本一」については開始前からV'Iくつ

かの問題が指摘さeれていた。すなわち，戦前の競

作会では審査過程に疑問が持たれていたこと，多

ホクレン農業協同組合連合会 (JAグループ)

管理本部役員室

農学博士 関 矢 信一郎

収穫は多肥多労技術で戦後の新しい技術にふさわ

しくないこと，更にこれによって新しい技術開発

の芽をつむことになるなどである。

そこで，審査の公正を期すると共に大学・試験

場・普及所の協力を得て技術を解析し，普及に努

めることとした。

この結果，受賞者の技術は育種・栽培・土壌肥

料・病虫害・農業機械・経営などの面から解析さ

れ，公表された。これは普及現場で活用される一

方で試験研究期間で深化・発展を経て普遍的な技

術となって水稲収量水準の向上に役立った。

審査方法

まず参加資格としては 30 a (後には50a )の

水田を耕作している農家で 出品目は10a以上，

3枚以内の連続した圃場が条件となった。参加者

は2年目の25年で1万人を 26年には3万人を越

えた。 33年以降は漸減し40年代は 1万人程度とな

った。

審査は都道府県，地域農試毎のブロック，中央
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の三段階とし，収量調査には農業試

験場の職員が立ち会った。中央段階

では全刈りの結果によった。

図 1• 収量の年度による推移

表彰は県・ブロック・中央のそれ

ぞれの段階の 1位， 6石 (31-37年)， 

7石 (38-43年)を越えたもの及び，

特に秀れた技術について与えられた。

収量水準

10 

収量の推移を日本一，県イ立平均，

全国平均について図 1に示した。日

本ーは760-1，050kg/10aで平均908

kg/10 a ，年次による変動が大きt'¥ 0 

最高は昭和35年秋田県工藤雄一氏

で全刈の収量としては現在も破られ

ていない。昭和37年以降収量水準が

低下しているが参加条件の変更も

影響しているものと思われる。

昭和24252627沼却却 3132お 3435 36 37 38却 4041 42 43年

一方，日本一と県一位平均との収量差はほぼ

300kg，全国平均とは300-400kgで，年次と共に

少なくなっている。

日本一は当初西日本にもあったが， 30年以降は

長野・秋田など寒冷地から出ている。 20年間の県

一位の平均が700kg/10aを越える県は，秋田・山

形・長野・青森の 4県， 600kg以下の県は太平洋

側に多い。総じて 北高南低西高東低の傾向は

県イ立，県平均で認められている。これは日本ー

が，立地条件と技術要因の双方によっていること

を示すものと考えられる。

技術要素

しかし，この重点技術にも年次による変遷が認

められる。県イ立などと合せてみると，前期では

土壌改良と施肥が重点で 後期では水管理が中心

となっている。前期で重視された健苗育成や品種

選定は，苗代が折衷方式からビニルやポリフィル

ム利用の保護苗代となり。また多収品種が定着す

ることにより重点、技術からはずれる。土づくりも

同様である。

一方で、，健苗は初期生育がよく，基肥の多用は

過繁茂の原因となることから 制御技術として分

施や水管理が劃見されるようになった。

土づくり

施肥は土壌の供給養分を補うものである。多収

多収は多くの技術要素の

組合せによって達成される

ことは云うまでもない。米

作日本一の技術輝析によっ

て示された重点技術を表 1

にまとめた。項目を上位か

ら並べると，①土壌改良

(客土・深耕・堆肥施用など)

②品種③健苗④施肥①水

管理⑥病虫害防除となる。

中でも土壌改良と施肥，水

管理が日本一，県イ立の双

方で中心となっている。

表 1• 多収穫技術の重点

hにご 日本一 ブロック一位 県一位
合計(20年合計) 24~28 I 29~33 I 34~37 38~40 41~43 

①土壌改良 16 32 37 26 30 32 175 

②品 種 13 21 30 16 2 5 87 

③健 苗 12 24 19 18 19 28 120 

④施 肥 17 36 30 14 32 54 183 

⑤水管理 15 19 31 13 43 74 195 

⑥病虫害防除 11 14 17 15 19 45 121 

⑦早 植 8 8 11 8 1 2 38 

⑧密 植 2 4 7 10 5 14 42 

(注)事例数の合計である。
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穫においては作物の吸収する養分が多く，土壌，

肥料の双方を増大する必要がある。

地力増強は堆肥施用と深耕が中心とされてい

た。米作日本ーでも同様であるが，昭和30年代に

は暗渠排水と客土が加わっている。また，堆肥も

多量施用が目立つ。

耕深は12~30cm 平均で~19cmで、ある。耕深と

収量の関係は明らかでなく， 12cmで、も875kg/10a，

30cmで、もこれと大差なt-'。最高の1050kg/10aで

は23cmで、ある。当時の-舟受農家の平均は12~15

cm，一寸一石とされていた当時， 18cmは6石す

なわち900kg/10aで深耕の効果は大まかには認め

られている。 20cm程度で、最高収量が出ているこ

とについては，作土中の郊奥容量の総量で説明さ

れていた。現在と異なり当時の鋤床層は根が貫通

でき，下層にも根系が発達していたことにも留意

れられるものもでてきた。水管理は米作日本一事

業の中で最も注目された技術である。中でも間断

濯減は初期の受賞者の技術として紹介され，根腐

れ防止と高温対策として定着した。表2に示した

様に米作日本一期間を通じて受賞者の諸技術の前

提となった。昭和40年代には一般の農家技術に普

及した。 以後，深耕，堆肥多投や追肥・除草は水

管理とセットになった。

圃場条件についてもここで述べておく。昭和30

年代では基盤整備は進行中で 日本一水田は未着

手であった。乾田と湿田でみると，乾田が圧倒的

に多い。湿田でも暗渠などにより透水性を確保し

ている。従って 地形的には河川の氾灘原よりも

比較的下位の河岸段丘上が多い。

施肥

施肥は他の技術要素の変化に対し，柔軟lこ対応

する必要があろう。

堆肥は 1~ 8 t /10 a ，平均

はほぼ2tで，多投されてい

る圃場では透水性が適切であ

る。土壌改良材は当時出はじ

めの珪カルが100~150kg/10a

程施用されている。秋落対策

として含鉄資材の施用もみら

れる。手元の資料には記載が

ないが，いずれも連用されて

いるものと推定される。

表 2. I日本一」の施肥量

年次 収量

(昭平日) (kg/10a) 

24四 28 839 

29 -33 951 

34 -38 942 

39 -43 900 

平均 908 

30 

41 

客土の投入は数年毎に3~ 4 t /10 aあるいは一

度に10tなどが多い。また用水溝の底土の客入や

流水による粘土供給もある。

透水性の確保は根腐オ廿!方止一根活性の維持が一

義的であったが，水-地温の調節，養分コントロ

ール，生育制御などの水管理を可能にするもので

ある。特に重点とされていない場合は透水性が適

切な乾田の場合が多い。透水性が過良な漏水田で

は床締め，客土?丁寧な代かきなどがなされている。

土壌改良でないが 生育中の土壌環境の改善の

手段としての水管理に触れておく。現在，水管理

は追肥と共に，移植後の生育を制御できる数少な

い手段と位置付けられている。従って，そもそも

は天候などによる土関東境の異常に対応するもの

であったが，中干しの様に予め作業体系に組み入

施肥量 (kg/10a) 追肥 堆肥

N P2U5 K2U 
特徴

回数 (kg/10a) 

22.1 13.1 20.9 基重 2.2 1，500 

23.3 13.8 26.5 基重 1.4 1，875 

24.6 25.8 27.9 全基 1.2 2，120 

17.4 21.6 21.8 追重 3.6 1，195 

21.9 18.6 24.3 

7.4 5.1 6.5 

9.2 8.3 7.8 

できる技術とみることができる。米作日本一の20

年においても同様である。この間で最も大きく変

った技術に育苗法がある。 30年代に定着した保護

苗代は，所謂健苗育成を容易にし初期生育を畦盛

にした。これは日本ーを輩出した寒冷地で著しい。

従来，初期生育促進のため基肥を多用していた

寒冷地でも過繁茂が問題となり 施肥法も基肥重

点から追肥重点に移行した。これは先に述べた昭

和40年代の施肥法に対応するものである。

昭和20年代後半は基肥全層一穂肥体系が一般的

で，窒素は基肥8，追肥2とされていたが，日本

ーでは追肥の割合が高く 2~3 回に分けて施用

されている。燐酸は全量基肥一方カリは窒素と

共に追肥もされている。

窒素の平均施用量の年次推移は基肥重点であっ
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た30年代後半迄は20-24kg/10aと多いが，追肥

重点となると17.5kg/10aと減少する。この期の

収量は低下しているが，施肥窒素の生産効率は向

上している(表 2)。

このデータには堆肥中の成分も含まれているの

でこの分を差し引くと平均でN-PZ05-KzOは
11-10 -13.5kg/10 aとなり全国平均の 5割増程

度となる。

米作日本一の調査は栽培法と収量が中心で，養

分合有率や吸収量などのデータが少なく統一的な

解析は困難である。表3に養分吸収量の例を示し

た。これによると吸収量 特に窒素吸収量のブレ

が大きく，収量との関係-lI及収窒素の玄米生産能

表 3. 養分吸収量

年次 氏名 収量 吸収量 (kg/10a)

(昭和) (kg/10a) N P205 K20 

34 加藤 1，075 15.6 8.5 22.7 
1/ E白司 山 1，072 23.6 8.6 20.7 

35 工藤 1，051 17.7 6.5 19.6 

30 上楽 1，014 20.6 7.4 30.2 

29 丹 917 12.3 6.6 21.7 

※ 収量/N吸収量

率は45-75とパラつく。これは日本ーが必ずしも

生産能率の向上だけによるものでないことを示

し，また同時に技術の多様性を示すものとも考え

られる。

なお，具体的な方制巴については次回で紹介する。

労働時間と生産性

我国の稲作は多肥多労とされ米作日本ーもそ

の延長上にあるとの批判が発足の当初からあっ

た。これは用排水の整備，明暗渠の設置，堆肥多

投，深耕， f建苗育成，密植，病虫害防除・除草，

表 4.10 aの労働時間と生産性※

年次 日本一 全国平均

(昭和) 労働時間 生産性 労働時間 生産性

24 -28 218 4.0 305 1.5 

29幽 33 198 4.8 185 1.9 

34司 38 (175)※※ (5.8)※※ 163 2.3 

39 -43 147 6.2 142 2.9 

※ 収量/労働時間

※※ 34， 36年を除く

窒素生産

能率※

68.9 

45.4 

59.4 

49.2 

追肥，水管理などの集積の成果とみれば

当然とされていた。

そこで，審査には米の生産費調査の手

法により労働時間が調査され，一般農家

との比較が行なわれた。

74.5 
表 4から読み取られる様に10a当りの

労働時間の両者の差は15-5時間でさほ

ど大きくはなく，年次と共に縮少の傾向

が認められた。したがって，生産性は著しく高く

一般農家平均の100-160%増となった。

これは「日本一jの技術が所謂篤農技術ではな

く，合理的な技術体系によるものであるとして評

価された所である。
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加賀能登の特産・伝統野菜(2 ) 

5. ジネンジョ(森本じねんじょ長芋)

来歴

約250年前，南森本町の武田弥右衛門 (1859年

没)によって，金沢の医王山(薬草の名山)から

自然薯を持ち帰って自家の畑に栽培したところ自

然薯にまさる立派なイモが採れたので，これに力

を得て作り始めたと云われている。その後同町の

篤農家によって太く 品質の良いものに改良を重

ね，現在の森本川の流域の砂壌土に土着したもの

である。

写真7.森本じねんじょ長芋の生育風景

栽培の歴史

江戸，明治，大正，昭和，平成と現在の森本川

流域の砂壌土に栽培されてきた。医王山の雪解水

が集まって川をなし山間の緑を縫って流れ，森本

町を縦貫し日本海にそそぐ森本川は古来，毎年春

の氾濫で山奥の沃土が大量に堆積した。このあた

りにのみ長いもが立派に育つことから付近一帯の

人々よりこの地で栽培される長いもは，天恵の珍

昧とされてきた。しかし この森本の長いもは市

場にもスーパーにもない。ほとんどが予約販売制

で，暮れの贈答品として求める場合が多いと云う。

どうしても食べてみたい方は南森本の生産農家を

訪ねるか，金沢市農協森本支所ヘ訪ねるかしない

石川県農業情報センター

主任農業専門技術員

冶、
7 井 周

と子に入らない。そのうえ 河川の改修や近年住

宅が建て込んで来たため栽培適地は著しく減少

し，現在はその一部(南森本)を残すのみとなっ

ている。

主な産地と旬

産地と収穫期:金沢市森本地区/11~12月

旬:秋冬

6. サツマイモ(五郎島のさつまいも)

来歴

五郎島のさつまいも栽培の歴史は古く，元禄時

代末期 (1700年頃)に五郎島村肝煎大百姓の太郎

右衛門が薩摩の国から種芋を持ち帰り，その栽培

を伝授したのが始まりだと伝えられている。その

後，明治，大正，昭和，平成へとサツマイモが栽

培されてきた。サツマイモは早掘りとして形が良

く色も美 しく甘いと全国的に知られるようにな

り，昭和59年に「五郎島金時Jと命名され，今日
に至っている。

写真8.五郎島のさつまいも

栽培の歴史

サツマイモの栽培は 自らの手で開墾した砂丘

畑ヘ明治10年に12ha余りを作付けしたのが産地化

の走りとなり，以降，五郎島村全体に広がり栽培

面積も増加してきた。昭和13年にはおおよそ112
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トンの早堀りサツマイモが，京都，彦根，大阪，

敦賀，神戸などの県外へ共同出荷され，市場から

高い評価を得て栽培にも一層の熱が入ったと伝え

られている。

昭和18年~22年の食糧難の時代には， 1，000トン

を超える供出割当を郊内し 社会不安の救済に大

きく貢献した。

昭和35~46年にかけて畑地かんがい事業，構造

改善事業，港代替農地造成事業などの着手により

畑地が整備され，生産量が倍増した。昭和52年に

キュアリング貯蔵法の導入により腐敗いもの減少

と周年出荷が可能となり 現在金沢北部砂丘地の

主力野菜のーっとなっている。

一方，品種も変わっており，古くは「金時J(紅
赤)，昭和20年頃から多収穫品種の「茨城一号」が

栽培され，続いて「農林4号J(昭和24年)が中心
となった。その後 品質の良いものが消費者より

好まれるようになり 高知県から「高系14号」を

導入(昭和31年)し昭和34年には 「高系14号」に

統一された。現在は 「高系14号」から選抜された

鮮紅色の強い「コトブキJ(昭和53年導入)を主

体に栽培している。その後，帯状粗皮症対策とし

て昭和60年より茎頂培養のものが導入され，現在

では主流になっている。

主な産地と旬

産地と収穫期:金沢市粟五地区/8 月中旬~11

月上旬

旬:初秋~晩秋

7. レンコン(小坂蓮根・加賀蓮根)

来歴

石川県でのレンコンの栽培は，藩政時代にさか

写真9. 小坂蓮根の収穫風景

のぼる。その伝藩庁部各は明らかではないが，ずい

ぶん古く加賀藩五代藩主前田綱紀のころから栽培

されていたものと伝えられている。

レンコンが現在のように金沢近郊の特産野菜と

して陽の目を見るようになったのは，明治20年以

降のことである。当時，小坂蓮根(レンコン)と

呼ばれ，加賀特産物として取り上げられ，食用と

して栽培されるようになったと云われている。

現在の加賀蓮根の名は，大正中期，レンコンの

生産拡大に功績のあった 本岡大吉氏によって命

名されたものである。

栽培の歴史

蓮の根を食用として利用されるようになったの

は，京都との深し瓦交流関係や加賀藩の豊かな財力

とともに城中で栽培され，rノ、スノ根」として上
層武士間で食用(薬用)に供されていたといわれ

ている。その後金沢市大樋町一帯(小坂地区)

で栽培されるようになり「大樋蓮根Jと呼ばれ，

加賀の国の産物 (1861年)として公に栽培される

ようになったといわれている。この大樋蓮根は，

「地ばすJといわれる品種で地下 1m前後を旬旬

するため堀あげるのに極めて労力を必要とし ，そ

の収量も低く短小型で、あったが 明治中頃まで栽

培が続いたとされている。

明治20年代になるとようやくレンコンの商品性

が注目されだし， 富農本岡三千治 ・太吉父子，精

農表与兵偉1等によって新品種の導入に力が注がれ

た。明治30年代の「青葉種J 明治40年代の「枯

知らずJ，r赤蓮種」などの導入がある。大正に入
ると「白蓮種J，r南京種J，r赤蓮種」などがあり，
これらを総称して加賀蓮根として市場ヘ出荷され

写真10. 小坂蓮根
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ていた

昭和30年代の主な品種として， r備中種J，r支那
蓮種J，r上総種」などがある。これまで様々な品
種が導入されて改良が加えられてきた。昭和40年

代中頃，支那蓮種から選抜育成してきたのが，現

在の品種「支那白花」である。

このように，明治以来，大正，昭和，平成と金

沢市小坂地区を中心に才田，森本地区，河北潟干

拓地，隣接の津幡町まで加賀レンコンの栽培が広

まり， 一大産地となっている。

主な産地と旬

産地と収穫期:金沢市小坂 ・薬師谷 ・才団地|メ

/8月下旬-3月下旬

県内他のレンコン産地:河北潟干拓地，津幡町，

七尾市奥原/8月下旬-3月下旬

旬:秋~冬

8. ネギ(加賀しろねぎ・能登しろねぎ)

来歴

「野菜種類・品種名考」のネギに，日本書紀

(720 )の仁賢天皇の 6年 (493)の項に秋葱(あ

きねぎ)の語があり 平安時代には主要な野菜の

つであった。また享保20年 (1735)の諸国産物

帳に，ネギは全国各地に栽培されていると書かれ

ている。本県の来歴は不明であるが [耕稼春秋J(宝

永 4年 1707)に金沢の近郊の広岡村(現金沢市広

岡町)と長田村(現金沢市長田本町)に多く作付

けていると書かれている。また当時はネギのこと

を「ねふか」と呼ばれていたことも書かれている。

栽培の歴史

川県統計書で明治41年以前の資料はないが，

41年で、45ha，大正4年108haと栽培面積が拡大し ，

写真11. 深ネギの生育風景

栽培地も石川郡(現の金沢市の一部と松任市を含

む)，能美郡，金沢市を中心として県下に広く栽培

が普及した。特に「石川県園芸要鑑J(大正5年)
には，明治後期から大正始めにかけて能美郡木良上

町赤井のネギは有名であったと書かれている。そ

の後さらに面積は拡大し，昭和39年，270hatこ達

した。しかし，その後宅地化などにより減少し，

平成7年で、27haとなった。

主な産地と旬

産地と収穫期:能美小松，松任市，金沢市，羽

昨市，志賀町，富来町，七尾市，鹿島町，ハ、

町，鹿西町，田鶴浜町，中島町，能登島町

春まき秋どり : 8月中旬-9月下旬

春まき秋冬どり 9月下旬-11月下旬

秋まき夏どり 7月上旬-8月下旬

旬:秋冬

9. タケノコ(金沢の笥)

来歴

県内に初めて孟宗竹(モウソウチク)が植栽さ

れたのは，加賀藩の割場足軽付けだった岡本右太

夫が，明和3年 (1766年)に江戸から 2株の孟宗

竹を持ち帰り， 金沢の桜木町自宅に植えたのが始

まりである。しかし このi孟宗竹は惜しくも枯れ

たので，4年後の明和 7年 (1770年)に再び江

から取り寄せ，自宅と菩提寺である寺町の妙福、

写真12. 金沢の笥
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に植えたところ。今度は根付いた。その後，内田

孫三郎氏が孟宗竹の普及に努めたと伝えられてい

る。

栽培の歴史

この孟宗竹は安永年間 (1772~1780年)に金沢

市金城地区(泉野，十一屋)に広がり，さらに内

川の向田吉右衛門が分譲してもらって産地化の礎

を築いたとされている。

富樫地区では，それより遅れて明治初期に当時

窪村の大西孫次郎が野村から親竹を移植した。ま

た，明治37年には地黄煎町(現在泉が丘 2丁目)

の千代栄次郎氏が金沢市窪に移植した。その後，

大正~昭和の中頃まで富樫 内川地区一帯の山間

地で次第に植栽されるとともに 全国に先駆けて

たけのこ振興策を進めてきた。昭和2年に，富樫

地区に，昭和8年に内川地区に街缶詰工場を建設

している。また 昭和38年にタケノコ畑地造成事

業と近代的な街缶詰工場が建設された。一方，昭

和34年に農協による共販体制を再編し，集荷調整

を行いながら販売の合理化を図っている。

品種の特性

マダケ属の一種でタケ類、の中で最も大き~ ~ 0 稗

の高さ 10~20m 径25cmにもなる。 地下茎は深さ

60cmの範囲に波状に伸長する。ひげ根は地表近

くに分布し，養分を吸収して地下茎に貯える。地

下茎から芽子が発生し 翌年にはタケノコまたは

地下茎となる。タケノコの生産力の最も旺盛な地

下茎は， 2年生から 5~6 年生までの地下茎であ

る。

栽培の特徴

タケノコの肥培管理として大切なことは，施肥

と親竹更新にある。施肥には春肥施用と夏肥施用

があり， 春肥は発筏の 1ヶ月前に，夏肥は地下茎

の生長とタケノコの増収のために芽子が伸長し始

める前に施用する。

親竹の更新は，親竹の伐採竹齢は 6年とし，毎

年50~60本の古竹を更新 し 10 a当たり300本の

親竹を確保するようにする。

主な産地と旬

産地と収穫期:金沢市額，富樫，内川，金城地区

/4 月下旬~5 月中旬

県内の他タケノコ産地:小松市，鶴来町，津幡

町，門前町/4 月下旬~ 5 月 中旬

旬:春

10. トウガラシ(蕃椴)

来歴

県下には剣崎ナンパ(松任市)と下山田ナンパ

(宇ノ気町)がある。いずれも来歴は不明だが，

栽培の歴史は古い。剣崎ナンパは，I皇国地誌」

(明治9年)によると現在の松任市剣崎に蕃板(ば

んしょう=トウガラシ)が栽培されていたと書か

れている。一方，宇ノ気町町史を引用すると，下

山田ナンパは「加能越三州地理志稿巻五河北郡J
に蕃板，上下山田二邑作之と書カ亙れている。おそ

らく両地区とも藩政時代から栽培されていたもの

と思われる。

(1 )剣崎ナンバ

栽培の歴史

剣崎ナンパの本格的な栽培は明治から昭和30

年頃までで松任市剣崎町を中心に畑や水田に多く

栽培されてきたが，その後姿を消し，剣崎町だけ

に土手や菜園の片隅で細々と自家用として栽培さ

れてきた。しかし， 平成5年にJA松任市が転作作

物の掘り起こし作戦として 1支所1特産品運動を

展開。また，林中支所の青壮年部は，剣崎ナンパ

を観賞用の鉢植えに仕立て販売している。

品種の特性

松任市剣崎町でずっと栽培されている「剣崎ナ

ンノリは，おそらく藩政時代から変わらない在来

品種である 。 草丈 1m前後 果実の長 さが12~15

cm位で、細長 ~ ~。 真っ赤に熟れたナンパは，全国

でも一番の激辛として地元種苗会社も太鼓判を押

すほどの逸品である。

写真13.蕃械の生育風景
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写真14.蕃械

(現在，種子は「剣崎辛長」で市販されている。)

( 2 ) 下山田ナンバ

栽培の歴史

藩政時代から栽培され特に七塚の漁場を近く

に持つ山田としては「こんかいわし」の香辛料と

して大量に出荷していた。また どこの家庭にも

欠くことの出来ない香辛料として需要があり，ざ

るにかついで町内はもちろん遠く高松町方面まで

も売りに行き，大切な換金作物となっていた。し

かし，昭和30年代以降イワシの不漁が続き，需要

も急激に落ち，現在では家庭菜園として細々と栽

培されている。

品種の特性

「下山田ナンノリは「剣崎ナンノミ」に比べると

太く，辛くて甘い下山田ナンパとして長年，好ま

れてきた。

草丈70cm前後，果実の長さが13~15cm1立で、細

長い。

主な産地と収穫期

松任市剣崎町/8 月中旬~10月下旬

宇ノ気町下山田/8 月中旬~10 月下旬

このように，加賀能登では藩政時代から季節感

に富んだ野菜が栽培され 豊かな食文化を支えて

きた。春は芽のもの，夏は葉のもの，秋は実のも

の，そして冬は根のものというように季節に応じ

た野菜が栽培されていた。特に城下町金沢や人口

の密集している近郊農村においては，町民の需要

に応じた多種類の野菜が生産されていた。
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山間地域圃場整備団地への水稲育苗箱内
三要素全量施肥・農薬施用技術の導入

1 .はじめに

ね窪地域山間部には急傾斜地棚田が分布するが，

冬期の豪雪や地すべり地帯が多く，農家の高齢化

と担い手不足とがあいま って過疎化が進み，耕作

放棄地の増加が著し~)。その歯止め策のーっとし

て，区画を拡大する圃場整備が行われた。その1

例を見ると，団地総面積が約10ha，100筆，標高

差50m，1畦畔の法面 1~ 3 m， 1 筆の面積 4~

10aで、ある(写真1)。この工事には予算の制約も

あって表土処理などの十分な造成が行われず，下

層の未熟土がそのまま表土となった圃場が多い。

写真1.急傾斜地の区画拡大水田団地

そのため，平均単収も約200 表 1.試験設計

中央農業総合研究センター

北陸水田利用部土壌管理研究室

主任研究宮中 島 秀 治

写真2. 水稲育苗箱内三要素全量施肥した
移植直前の育苗箱

の水田 4ヵ所，10筆の作土層を分析した。その結

果，旧水田では灼期段員量が約10%，燐酸吸収係数

は約1000， トルオーグ燐酸は約80mgであ ったの

に比べ，区画整備圃場ではそれぞれ約4.5%， 

1500， 1 ~ 5 mg/100 gと，区画整備によって肥

沃度が大幅に低下したことが認められた。そこで，

区画整備2年目の団地内の一つ 牧山地区におい

て土壌改良及び省力栽培試験を効包することとし

た(表 1)。

(kg/l伽)

kgと低収である。農道は舗 No. 試験区 土壌改良材(秋施JTJ) 窒素燐酸 カリ 備考

装されているが，急傾斜の 育的箱 l区 なし 3.8 5.0 1.3 区画整備2年目

ため作業には難儀をきわめ 2 育苗箱2区 稲 l番75，熔燐150，珪カル75 3.8 5.1 1.3 

ている。 3 育苗箱3区 ソイル元気150，重焼燐50 4.0 5.4 1.4 

このような条件下におい 4 秋施肥区 熔燐80 5.5 9.6 8.0 

て，軽労働 ・省力作業が可 5 春施肥区 過燐酸石灰60 6.1 6.0 6.0 

能な稲作技術として，育苗 6 旧水同区 3.1 5.0 8.0 秋施肥

箱内二要素全量施肥 ・農薬 7 無燐酸区 6.0 2.0 区画整備 2年目

施用法の導入を試みた。 8 慣行区(春施肥) 2.0 4.0 6.0 区画整備 l作目

2.造成地土壌の理化学性
注.苗箱まかせNK301-100 0.6kg，熔燐1.2kg，種子 0.15kgj箱， 10 a当り21箱
土壌改良材 :1999年10月12日施用，移植2000年5月12日，数字は施用量，土壌:褐色森林土

新潟県東頚城郡大島村内 No. 4， 5， 6， 8は聞き取り調査による
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(mg/l00g) 土壌の化学性(牧山地区)表 2.

交換性陽イオン 飽和度珪酸
カリ カルシウム 7ゲネシウム (%) 

燐酸

卜!吋ーゲ CEC 

可給態窒素

湿土培養土

試験区 pH 
(HzO) 

No 

21.3 40 137.0 51.5 73.8 25.9 16.5 84.3 46.0 6.98 l育苗箱 1区

18.8 53 175.0 82.1 85.6 25，3 29.4 56.9 14.4 6.36 2育苗箱 2区

18.5 39 118.0 54.2 93.3 25.0 47.9 247.0 54.0 7.08 3育苗箱 3区

11.1 

6.9 

27 

24 

78.0 

83.7 

39.1 

24.6 

49.1 

30.2 

23.6 

24.1 

8.2 

6.0 

6.5 

2.6 

3.3 

2.6 

5.24 

5.15 

4秋施肥区

5春施肥区

11.1 29 84.5 54.0 51.7 25.0 37.9 6.7 12.0 5.38 6旧水田区

12.8 25 73.9 40.2 24.1 22.8 0.9 2.0 2.0 5.46 7無燐酸区

8慣行区 11.7 

14.0 

10000 

24 

27 

額2000.5.12

麗 5.19

ロ5.31
1コ7.26

86.9 

79.9 

40.9 

37.6 

田面水中燐酸濃度

34.8 

34.8 

27.8 

22.5 

12.3 

1.3 

図 2.

0.1 

1.3 

0.1 

2.6 

5.00 

5.65 休耕区(参考)

1000 

100 

へ

E 
¥ 
切
c 
ミ:10 

0__1]] 

近くに高濃度で存在していたことを示すものであ

る。したがって 水稲がより効率的に肥料を吸収

できる条件であったことを伺わせる 。

田面水の養分濃度

5月12日の移植直後から 7月26日にかけて，計

4回目面水を分析した。そのうち三要素濃度を図

1， 2， 3に示した。これら三要素濃度はほぼ同

様なパターンを示し，育苗箱施肥区に比べ，慣行

3. 

図面水中カリウム濃度

施肥及び農薬施用は，箱

の下から不透根紙，培土，肥

料(苗箱まかせNK301-100)， 

種子，培土，熔成燐肥，農

薬の順である 1) (写真2)。

水稲移植は5月12日に行

い，その後19日目(活着期)

に各区から根圏土壌を採取

( 5連)し， 化学分析を行っ

た(表2)。育苗箱施肥区で
はpHが高t)傾向が見られる。

交換性陽イオン含量や塩基

飽和度も高いことが明らか

で，これがpHに反映したものと考えられる。ま

た，可給態窒素，珪酸，燐酸濃度も育苗箱施肥区

で高い。これらの現象は移植に伴い，肥料が根圏

02000.5.12 ・5.19
つ5.31
07.26 

湧水農業問水

図3.
100 

10 

dJ
¥
a
p
E
d
x
 

区では窒素とカリが約10倍燐酸が約100倍であ

った。これは明らかに施肥要素が田面水中に溶出

した結果と考えられる。それが慣行区で見られた

アオコや藻類の多量発生の原因と考えられた。ま

た，農業用水と排水路が分離されても，用水中の

施肥要素濃度の上昇が見られた。区画整備圃では

表土処理が行われず 未熟土がそのまま作土とな

田面水中全窒素濃度図 1• 

H 且 ム」
1:1業用水 ?切れ

田面水中研敵濃度

止以i_1

図4.
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ったため，肥沃度が低下し，塩基類の保持能も低

下して，田面水中に肥料が溶出したものと考えら

れる(表 2)。一方育苗箱施肥では溶出をコント

ロールした肥料を施用しており これが田面水中

の肥料濃度の上昇を抑えたもので、あろう。したが

って，本方制巴法は落水時の河川等への肥料流出を

低減し，環境保全的にも有効な技術といえる。ま

た，硫酸濃度は全般に高く，用水そのものも高い

ことから，土壌に由来することを伺わせ，加えて

施肥あるいは土壌改良材の影響を受けたものと考

えられる(図的。なお珪酸濃度は農業用水中

に多く含まれているため 育苗箱施肥区でむしろ

用水中濃度より低下する傾向にあった。

4 .水稲の生育及び収量

活着期の調査によれば(表 3)，区画整備各区

の生育は，旧水田に比較してきわめて劣り，特に

乾物生産量において顕著で、あった。また，無燐酸

区の生育が悪く 燐酸肥沃度が区画整備により著

しく低下したことが考えられた。

表 3.生育調査及び収量調査

活着期 収穫期

収穫期の調査によれば穂数は旧水田が最も良

く，次いで春施肥(慣行)，秋施肥，育苗箱方副巴

2区の順であった。全重では旧水田に比べいずれ

も低収で，穂数ほどの差ではないが，無燐酸区，

春方制巴，育苗箱施肥3区が明らかに劣った。籾重

もほぼ全重と同様の傾向であった。精玄米重も概

ね前記と同様な傾向であったが ただ育苗箱施肥

3区が比較的多く 旧水田の80%であった。一方

春方制巴区では旧水田の45% と育苗箱施肥の71~81

%に比べかなり低収であった。登熟歩合は春方制巴

区が低く，登熟不良で、あったことが伺われる。

食昧分析(表 4)では旧水田区と育苗箱施肥 1

区がやや劣ったが 他の区では差が認められなか

った。粘り値は旧水由民で極端に低く，育苗箱施

肥 2区は最も高かった。窒素含有率は春施肥区，

育苗箱施肥1，3区が低く，旧水田ではやや高か

ったものの，食昧に影響するといわれる数値より

はイ民かった2)。

5. 労力軽減と経滑性

施肥と農薬の同時育苗箱

施用は，その後の圃場管理

No 試験区 乾物重茎長穂長穂数 全重 籾重 精玄米重屑米登熟歩合 に大きな労力軽減となる。

背負い式動力散布機による

農薬散布は高齢者にとって

とてもきつい労働である。

農薬の育苗箱施用では O~

1回の散布で済むのに対し}

慣行法では数回にもなる。

育苗センター施設を活用し

た本育苗法の導入が図られ

るならば，労力軽減ばかり

でなく，労働時間の短縮，

(g/m2) (cm) (cm) (本1m2)(g/m2) (g/m2) (g/m2) (%) (g/m2) (%) 

1 育苗箱 1区 4.2 75.6 17.6 199 

2 育苗箱 2区 4.2 77.3 17.0 259 

3 育苗箱3区 3.5 71.3 16.6 175 

4 秋施肥区 2.3 75.2 17.3 271 

5 春施肥区 4.2 72.4 16.6 287 

6 旧水田区 10.8 79.3 17.9 418 

7 無燐酸区 2.6 75.3 17.4 204 

8 慣行区 5.9 72.0 16.4 187 

表 4闘食味値

No 試験区 食昧値 粘り値

育苗箱 l区 82.6 0.738 

2 育苗箱 2区 87.9 0.636 

3 育苗箱 3区 85.6 0.905 

4 秋施肥区 83.4 0.691 

5 春施肥区 87.6 0.694 

6 旧水田区 82.8 0.392 

7 無燐酸区 84.2 0.556 

8 慣行区 84.0 0.732 

833 415 305 (71) 19 89 

815 443 347 (81) 8 96 

570 302 342 (80) 11 93 

708 373 282 (66) 14 93 

887 460 362 (85) 9 94 

959 534 427 (100) 8 92 

595 321 233 (55) 23 89 

533 265 191 (45) 14 84 

資材の削減等となる。
窒素(%)アミロース(%) また，経済性について見れば，区画

整備直後でもあり 10 a当り慣行法は

1 ~6 万円程度育苗箱施肥法では 2

0.76 18.1 

0.85 18.3 

0.76 17.6 

0.81 18.1 

0.83 18.4 

0.91 18.2 

0.89 18.2 

0.79 18.1 

(赤近外分析計:ニレコ)

万円程度の赤字収支となった。一例と

して山間部一般水田で実証誠験を行っ

た結果を表5に示した。慣行法と比較

して肥料代，農薬代等にそれほど多く

の差は無い。しかし 玄米収量は増収

の傾向にあるので その分プラスとな
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表 5.水稲育苗籍内肥料三要素全量・農薬施用法と慣行法の収支
比較* (円/10a) 

収 入
試験栽培
kg 円

米代金 480 144，000 

支 出
租税 4，887 
苗箱代 24，000* * 

本田用肥料代 。

耕起・代掻き代 8，500 
田植え代 6，900 
防除代 5，320 

刈り取り代 17，500 
乾燥・調整代 13，300 
予備費 28，814 

支出合計 109，221 

収支合計 34，779 

慣行栽培
kg 円

420 126，000 

内訳

1 kg:米 300円
*平成12年度試験場所
試験集落:6カ所

1筆面積 5-10a 

調査方法:実刈り収量，聞き取り

JAわかば営農推進センタ一 成績

4，887 課税標準

14，000 20箱:試験区箱 1，200円
20箱:慣行区箱 700円

9，995 基JIe12袋:肥料 1，750円
追肥0.5袋:肥料 1，190円
土改剤3袋:資材 2，300円

8，500 農業委員会協定
6，900 農業委員会協定

8，700 オンコ)1-1，300円

オリゼメー卜 2，080円

Mr.ジョーカー 2，260円X21m 
イネグリーン 2，800円

17，500 農業委員会協定

13，300 農業委員会協定

28，814 課税標準

動力光熱・修繕費等

112，596 

13，404 

り，また，省力化による労働費削減はきわめて大

きな効果といえる。

おわりに

旧傾斜地水田ではいわゆる棚田と称し，こま切

れのためそこでの水稲栽培は困難をきわめる。特

に高齢化と過疎化に悩む地域では一層深刻で、ある。

その対策もあって 新潟県頚城郡大島村において

実施された区画整備水田で 工事後の地力変化と

育苗箱全量施肥・農薬施用による水稲の省力化栽

培を試みた。地力は表土処理が行われなかったこ

ともあって，極度に低下していた。特に燐酸の不

足は顕著で、あった。収量的には旧水田と比較して，

約80%程度であったが これは前述のように土壌

の肥沃度が極めて貧弱となったためである。した

がって，先ず土壌sE!t天度の向上が第ーであるが，
従来からの土壌改良剤の画一的な圃場全面施与は

**試験区苗箱の単価とその内訳

慣行区苗箱代 14，000円/20箱 700円
NK化成肥料代
熔成燐肥代

1，970円/10箱 200円

1，000円/20箱 50円

Dr.オリゼ、プリンス代 3，870円/20箱 194円

雑費 56円

三一口 1，200円

工事後第 l作において田面水中肥料濃度を対数的

に上昇せしめ，それが排水とともに流出する可能

性があること，また，棚田における水稲生産性に

おける経済的な問題点もある。これらのことから

も，肥料や土壌改良剤の稲株下への局所施用法は

省カ・軽労働・資源節約型栽培法であり，ひいて

は環境保全的栽培法でもあることから，中山間地

における新しい水稲栽培法として推奨したい。
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